
 

主要施策10 学校における子どもたちの運動・スポーツ習慣の形成 

４年度当初  5,453千円 

  （３年度当初 48,355千円） 

              

 

 

 

 

 

１ 子ども☆キラキラプロジェクトの推進 

運動やスポーツの意義や価値等に触れ、運動に進んで取り組む態度を育み、児

童・生徒の「体力・運動能力の向上」「運動習慣の確立」「生活習慣の改善」を図

ることで、子どもの時から未病を改善する基礎を作る。 

【主な取組】  

  ・  子どもの健康・体力つくり実践研究委託事業 

市町村立幼稚園、市町村立小・中学校及び県立高校に健康・体力つくりに係る

取組の実践研究を委託する。 

  ・  子どもの健康・体力つくり推進フォーラム事業 

    子どもの健康・体力つくり施策を理解し、学校等の実情に応じて健康・体力つ

くりに取り組むことができるよう、フォーラムを開催する。 

 ・  体力向上キャラバン隊派遣事業等 

    県指導主事による体力向上キャラバン隊の市町村立小学校及び中学校（政令

市・中核市を除く）への派遣を継続するとともに、体力向上に係る指導方法を工

夫・改善する。 

○新・ 児童期からの運動習慣形成事業 

「みんなで遊ぼう！わくわく先生派遣事業」として小学校における体育の授業

をサポートし、放課後等の運動遊び教室を開催する。 

  ・ 運動習慣カードの作成・ホームページ掲載 

    児童一人ひとりが自己の運動実施状況が確認できるカードを作成し、教育局

指導部保健体育課ホームページに掲載する。 

 ※ うち4,903千円はスポーツ局スポーツ課にて予算計上 

5,453千円 

※ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

運動習慣カード 

すべての子どもたちが、運動やスポーツの意義や価値等を理解し、関心をもつことで主体的に運

動やスポーツに参画（「する」「みる」「支える」「知る」等）できるようにするとともに、東京

2020オリンピック・パラリンピック競技大会のレガシーを本県の子どもたちに継承する「かなが

わ」らしいオリンピック・パラリンピック教育の推進を図る。 

【基本的な考え方】 
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２ 改訂したかながわオリンピック・パラリンピック教育学習教材の活用 

 東京2020オリンピック・パラリンピック競技大会（以下「東京2020大会」と

いう。」）が終了し、本県の子どもたちに東京2020大会で得た様々な様子をレ

ガシーとして残すため、オリンピック・パラリンピック教育学習教材を各学校

で活用して指導する。 

（ゼロ予算事業） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（問合せ先）教育局指導部保健体育課   課長 富澤 電話 045-210-8300 

かながわオリンピック・パラリンピック教育学習教材 
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